
◆◆◆メールマガジン「事業用自動車安全通信」第419号（H29.9.22）◆◆◆ 

 

＝はじめに＝ 

このメールマガジンは、国土交通省において収集した事業用自動車に関する事故

情報等のうち重大なものについて、皆様に情報提供することにより、その内容を

他山の石として各運送事業者における事故防止の取り組みに活用していただく

ことを目的として配信しています。 

 

＝目 次＝ 

1.重大事故等情報＝6件（9月15日～9月21日分） 

(1)乗合バスの車内事故① 

(2)乗合バスの車内事故② 

(3)法人タクシーの衝突横転事故 

(4)法人タクシーの衝突事故 

(5)法人タクシーの単独横転事故 

(6)法人タクシーの死傷事故 

2．バス車両火災事故防止のための緊急点検整備の実施について【新着情報】 

3. 高速道路の路肩駐車車両への追突事故防止のための取組みの徹底について 

4.9月・10月は「自動車点検整備推進運動」の強化月間です。～「クルマを大切

にするって、人生も大切にすることなんだ」～ 

5.貸切バスを対象とした覆面による添乗調査を実施します！ 

 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

【1.重大事故等情報＝6件】（9月15日～9月21日分） 

(1)乗合バスの車内事故① 

9月15日（金）午前11時16分頃、東京都の国道バス停において、都内に営業所を

置く乗合バスが空車で運行中、3名の乗車客扱い後発進した際、乗車した乗客1名

が転倒した。 

この事故により、転倒した乗客が重傷を負った。 

乗客の着席が完了する前にバスが発進したため乗客が転倒した模様。 

 

(2)乗合バスの車内事故② 

9月19日（火）午後0時25分頃、神奈川の県道バス停において、同県に営業所を置

く乗合バスが乗客20名を乗せ運行中、客扱い後発進した際、乗客が転倒した。 

この事故により、転倒した乗客が重傷を負った。 

乗客の着席が完了する前にバスが発進したため乗客が転倒した模様。 

 

(3)法人タクシーの衝突横転事故 

9月15日（金）午後11時06分頃、東京都の都道において、都内に営業所を置く法

人タクシーが乗客1名を乗せ運行中、道路を横切ろうとした際、左方向から進行



してきた別のタクシーと衝突し、当該法人タクシーが横転した。 

この事故により、当該タクシーの乗客と運転者、別のタクシーの乗客1名の計3名

が軽傷を負った。 

 

(4)法人タクシーの衝突事故 

9月16日（土）午後2時30分頃、静岡県の市道交差点において、同県に営業所を置

く法人タクシーが乗客1名を乗せ運行中、右側から進行してきた原動機付自転車

と衝突した。 

この事故により、原動機付自転車の運転者が死亡した。 

現場交差点は原動機付自転車側に一時停止の標識があった模様。 

 

(5)法人タクシーの単独横転事故 

9月17日（日）午前0時40分頃、沖縄県の国道において、同県に営業所を置く法人

タクシーが空車で運行中、前方を走行してた車両を追い越すため対向車線に進入

した際、スリップし対向車線側の歩道縁石に乗り上げ横転した。 

この事故による負傷者はなし。 

現場は片側１車線の緩やかな右カーブで、事故当時は雨が降っていた模様。 

 

(6)法人タクシーの死傷事故 

9月20日（水）午前9時37分頃、愛知県の市道において、同県に営業所を置く法人

タクシーが空車で運行中、交差点付近で乗客を乗せるため後退したことろ、横断

歩道を渡っていた歩行者をはねた。 

この事故により、歩行者が死亡した。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――― 

 上記6件の死傷者数計：死亡2名、重傷2名、軽傷3名（速報値） 

――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

【2.バス車両火災事故防止のための緊急点検整備の実施について】 

（配信日：H29.9.15） 

 

今月、三菱ふそう社製の同型式のバスの車両火災が2件発生しました。また、過

去2年間において当該型式のバスの火災事故がこのほかに3件発生しています。こ

のため、三菱ふそう社製の当該型式のバスについて、緊急に点検整備を実施する

とともに、リコール等の改善措置を報告するよう、バス事業者へ通知しました。 

 

※詳細については、下記リンク先をご覧ください。 

→ http://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha02_hh_000325.html 

 



◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

【3.高速道路の路肩駐車車両への追突事故防止のための取組みの徹底について】 

（配信日：H29.9.8） 

 

8月25日、徳島県鳴門市の徳島自動車道において、大型トラックが、故障により

停車していた貸切バスに追突し、当該バスが転落した結果、バスの運転者及び乗

客の2名が死亡し、乗客14 名が負傷する重大事故が発生しました。 

事故の原因については現在調査中ですが、高速道路においてこうした重大事故を

発生させることのないよう、走行する車両側が路肩に駐車した車両に追突するこ

とのないよう注意して走行することはもとより、故障等により路肩に駐車せざる

を得ない車両側においても、追突防止の措置や道路管理者等への連絡、乗客を安

全に待避させる措置等を適切に取ることが重要です。 

そこで、事業者が漫然運転等によるこの種の事故を発生させることのないよう運

転者の労務管理を適切に行うとともに、日頃から、また、乗務開始前の点呼にお

いて、運行管理者等から運転者に対して、「高速道路の路肩駐車車両への追突事

故防止のために運転者が特に注意すべき事項」について、改めて指導を徹底する

よう、貴会傘下会員に対する周知徹底をよろしくお願いします。 

 

「高速道路の路肩駐車車両への追突事故防止のために運転者が特に注意すべき

事項」 

 

1.前方の交通状況に対する注意 

高速道路においては、運転が単調になりがちであり、長時間運転を行った場合な

どには、前方の交通状況への注意が続かず、漫然運転や居眠り運転、脇見運転等

（以下「漫然運転等」という。）の状態になりやすい一方で、走行時の速度が高

いことから、漫然運転等の結果としてブレーキのタイミングの遅れによる追突事

故を起こした場合には、甚大な被害が発生する可能性が高いこと。 

したがって、運転者は、睡眠不足や長時間の連続運転等による疲労により、漫然

運転等を起こすことのないよう、平素から体調管理に努めるとともに、早目の休

憩を取るよう心掛けること。 

 

2.高速道路の路肩等での駐車に対する注意 

(1)駐車の危険性 

「1.」で示したとおり、高速道路の路肩等に駐車した場合には、後続車から追突

されるおそれがあり、また、走行時の速度が高いことから、追突された場合に甚

大な被害を受けるおそれがあること。なお、高速道路での駐停車は、故障等のや

むを得ない場合において、十分な幅員の路肩等がある場合を除き、法律で禁止さ

れていること。 

(2)万が一駐車する場合の対応 

万が一車両故障等によりやむを得ず高速道路の路肩等に駐車する場合は、確実に



次の措置をとること。 

①できるだけ十分な幅員のある路肩の端に寄せて停車させ、ハザードランプを点

滅させる。 

②まず、後続車に知らせるための停止表示器材や発炎筒を故障車両の後方の十分

離れた位置に設置する。（非常時に備え、停止表示器材は、取り出しやすい場所

に備えておく。） 

③後続車の全てが駐車車両に気付くとは限らないため、原則として、乗客等同乗

者をガードレールの外側（万が一停止車両への追突事故が発生した際に巻き込ま

れないよう、車両の後方）など、車外の安全な場所に避難させる。降車の際は車

両が通行しない側から行う（助手席ドア、バスの乗降ドアなどから）。 

④携帯電話を用いて110 番・道路緊急ダイヤル（＃9910）に、あるいは高速道路

上に設置された非常電話により状況を知らせるとともに対応を相談、依頼する。 

 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

【4.9月・10月は「自動車点検整備推進運動」の強化月間です。～「クルマを大

切にするって、人生も大切にすることなんだ」～】 

（配信日：H29.8.25） 

 

自動車は、使用期間や走行距離に応じて故障・劣化が生じることから、安全にご

使用いただくためには、自動車ユーザーが責任を持って、適切に点検・整備を行

うことが必要です。このため、国土交通省は、自動車関係団体等の協力を得て9

月及び10月を強化月間として『自動車点検整備推進運動』を全国的に展開します。 

 

※詳細については、下記リンク先をご覧ください。 

→ http://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha09_hh_000162.html 

 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

【5.貸切バスを対象とした覆面による添乗調査を実施します！】 

（配信日：H29.8.25） 

 

国土交通省では、国の監査官が営業所における監査や街頭監査を実施していると

ころですが、更なる輸送の安全確保の状況を確認するため、民間の調査員が一般

の利用者を装い、実際に運行する貸切バスに乗り込み、現場でしかわからない適

切な休憩時間の確保などの法令遵守状況を調査します。 

 

※詳細については、下記リンク先をご覧ください。 

→ http://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha02_hh_000322.html 

 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

【メールマガジン「事業用自動車安全通信」】 



発行 国土交通省自動車局安全政策課 

＊このメルマガについてのご意見は、＜ jiko-antai@mlit.go.jp ＞までお

寄せください。 

よくある質問（配信登録の解除方法等） 

（ http://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/anzenplan2009/faq.html ） 

＊ご登録されたメールアドレスの変更は、配信登録を解除していただき、新た

に配信登録をお願いします。  

配信登録を解除する場合は、以下のアドレスで登録解除することができます。 

（ http://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/anzenplan2009/stop.html ） 

 

【参考】 

＊自動車局ホームページ 

（ http://www.mlit.go.jp/jidosha/index.html ） 

＊自動車の不具合情報はこちら 

最近、自動車に乗っていたら異常発生、なんてことありませんでしたか。そ

んな時は、車検証を用意して、国土交通省「自動車不具合情報ホットライン」

に連絡です。皆様の声は、車種ごとに、ホームページ上で公開され、メーカ

ーがきちんとリコールをしたり、メーカーのリコール隠しを防ぐために活用

されます。 

・ホームページ受付 

（ http://www.mlit.go.jp/jidosha/carinf/rcl/hotline.html ） 

・フリーダイヤル受付 0120－744－960 

（平日9:30～12:00 13:00～17:30） 

・自動音声受付    03－3580－4434（年中無休・24時間） 

＊自動車のリコール等の通知等があったときは！ 

使用されている自動車について、自動車ディーラーなどから、リコール又は

改善対策の通知が送付されたり、その対象であることが新聞等で公表された

ときは、安全・環境への影響から、その自動車の修理を行うことが必要にな

ったということです。道路運送車両法により、自動車ユーザーは、自分の自

動車が保安基準に適合するよう点検・整備する義務がありますので、忘れず

に修理を受けましょう。 

 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 


